
一 般
質 問

あまくさ市議会だより 9 あまくさ市議会だより 8

　一般質問とは、議案と関係なく市の行政事務の状況や将来に対する方針など
を質問するもので、定例会に限って行なわれます。
　今回の一般質問は9月10日から12日までの３日間で行い、10人の議員が質
問に立ちました。掲載原稿は質問者本人が要約したものです。

【
新
庁
舎
へ
市
民
ス
ペ
ー
ス
設
置
を
】

【
蓮   

先
日
は
、
議
運
で
高
山
市
と
守

山
市
の
市
役
所
を
訪
問
。
そ
れ
ぞ
れ
、

完
成
後
間
も
な
い
庁
舎
で
し
た
し
、
庁

舎
建
設
の
基
本
点
は
踏
ま
え
て
設
計
施

工
し
て
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
上

で
、
い
く
つ
か
質
し
た
い
。

　
議
会
ス
ペ
ー
ス
も
含
め
市
民
の
か
か

わ
り
の
あ
る
ス
ペ
ー
ス
が
ど
う
な
る
の

か
。
天
草
市
役
所
の
将
来
方
向
が
見
え

に
く
い
。
市
役
所
を
市
職
員
の
働
く
ス

ペ
ー
ス
と
捉
え
る
こ
と
も
大
事
だ
が
、

主
権
者
市
民
が
い
つ
で
も
気
軽
に
立
ち

寄
れ
る
存
在
と
し
て
描
く
こ
と
が
、
ま

ず
必
要
で
は
な
い
か
。
ど
こ
ど
こ
に
市

民
ス
ペ
ー
ス
を
配
置
し
て
い
く
構
想
に

な
ろ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
最
初
に
確

認
し
た
い
。

【
総
務
部　

住
民
自
治
の
拠
点
と
な
る
、

親
し
ま
れ
る
庁
舎
を
目
指
す
。
具
体
的

な
設
計
を
進
め
る
中
で
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
等
も
開
催
し
、
詳
細
な
導
入
機
能
に

つ
い
て
は
、協
議
を
行
い
進
め
て
い
く
。

【
予
算
編
成
に
支
所
や
市
民
自
治
組
織

か
ら
の
要
求
が
反
映
す
る
し
く
み
を
】

【
蓮　

 

予
算
編
成
に
支
所
や
市
民
自
治

組
織
か
ら
の
予
算
要
求
が
反
映
す
る
シ

ス
テ
ム
構
築
を
求
め
る
。

　
実
感
と
し
て
、
そ
う
い
う
手
間
と
工

夫
と
市
職
員
と
市
民
参
加
を
前
提
と
し

た
予
算
案
編
成
要
求
の
実
践
機
会
を
体

験
し
た
人
が
少
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
市
の
予
算
の
編
成
作
業
と
そ
れ
を
前

提
と
し
た
予
算
要
求
を
多
く
の
市
民
に

体
験
し
て
い
た
だ
く
機
会
を
創
出
す
る

こ
と
が
、
主
権
者
と
し
て
の
考
え
実
践

す
る
第
一
歩
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

【
総
合
政
策
部　

市
民
や
自
治
組
織
か

ら
の
予
算
要
求
で
は
、
市
民
生
活
や
地

域
産
業
が
抱
え
る
課
題

等
に
つ
い
て
は
、
本
庁

各
部
局
と
支
所
が
連
携

し
て
必
要
な
予
算
要
求

を
行
っ
て
い
る
。

【
支
所
等
の
公
共
施
設
の
利
活
用
を
】

【
蓮　
８
月
に
ま
ち
づ
く
り
勉
強
会
が

県
内
の
元
町
立
小
学
校
跡
地
（
宿
泊
可

能
な
多
目
的
交
流
施
設
）
で
開
か
れ
参

加
。
バ
リ
ア
ー
フ
リ
ー
化
、
殊
に
ト
イ

レ
の
洋
式
化
や
手
す
り
の
設
置
は
有
益

と
感
じ
る
。
天
草
市
で
も
関
係
部
署
で

の
積
極
的
整
備
を
強
く
求
め
る
。

蓮池良正
議員

均
衡
あ
る
市
域
の

　
　
　
　
発
展
・
振
興
を
め
ざ
し
て

蓮
池

蓮
池

蓮
池

総
務
部
長

総
合
政
策
部
長

中
村  

平
成
23
年
３
月
11
日
に
起
き
た

東
日
本
震
災
か
ら
、
２
年
半
が
経
過
し

た
今
、
震
災
を
教
訓
と
し
て
、
本
市
で

の
防
災
に
対
す
る
取
り
組
み
は
ど
う
な

の
か
。

総
務
部

 

避
難
所
の
点
検
や
、
昨
年

は
津
波
が
発
生
し
た
場
合
を
想
定
し
津

波
避
難
訓
練
を
実
施
し
た
。さ
ら
に
は
、

災
害
発
生
時
の
協
力
体
制
を
整
え
る
た

め
災
害
協
定
を
震
災
発
生
後
、新
た
に
、

１１
件
締
結
し
て
い
る
。

中
村  

今
回
、
防
災
無
線
の
整
備
で
、

基
本
設
計
、
調
査
業
務
を
公
募
し
て
い

る
が
、
平
成
19
年
に
行
な
っ
た
実
施
設

計
と
の
関
係
は
ど
う
な
の
か
。
ま
た
、

光
フ
ァ
イ
バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
と
の
二
重
化

の
併
用
こ
そ
が
市
民
が
期
待
す
る
と
こ

ろ
で
は
な
い
の
か
伺
い
た
い
。

総
務
部

 

平
成
19
年
に
行
な
っ
た
、

実
施
設
計
と
今
回
発
注
を
予
定
し
て
い

る
基
本
設
計
は
全
く
異
な
る
。
ま
た
、

約
16
億
円
で
構
築
し
た
、
光
フ
ァ
イ
バ

ー
ケ
ー
ブ
ル
の
二
重
化
の
活
用
に
つ
い

て
は
、
仕
様
書
に
も
明
記
し
、
十
分
検

討
し
て
い
く
。

中
村  

国
民
宿
舎
の
２
回
の
公
募
に
際

し
、
全
社
が
入
札
前
に
失
格
と
な
っ
た

理
由
は
。

総
合
政
策
部

審
査
基
準
に
照
ら
し
て

審
査
し
た
結
果
、
４
社
と
も
審
査
基
準

を
満
た
す
提
案
内
容
で
は
な
か
っ
た
。

中
村  

あ
ま
く

さ
荘
の
売
却
が

決
定
し
な
い
中

に
も
民
間
の
事

業
者
に
、
あ
ま

く
さ
荘
隣
接
地

の
山
林
、
雑
種

地
を
公
募
な
し

で
売
却
さ
れ
た

理
由
を
伺
う
。

総
合
政
策
部

旧
天
草
町
時
代
に
申
し

入
れ
、
取
り
交
わ
し
た
約
束
が
あ
り
、

売
却
に
あ
た
っ
て
は
、
隣
接
地
権
者
や

地
元
区
長
さ
ん
の
同
意
を
得
て
お
り
、

地
元
に
は
、
特
に
説
明
し
て
い
な
い
。

中
村  

今
回
売
却
で
き
な
か
っ
た
場
合

は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

総
合
政
策
部　

市
と
し
て
は
、今
回
が
、

最
後
の
機
会
と
い
う
思
い
で
、
売
却
で

き
る
よ
う
に
、
最
大
限
の
努
力
を
行
う

覚
悟
で
あ
る
。

中村三千人
議員

防
災
対
策
に
つ
い
て

国
民
宿
舎
「
あ
ま
く
さ
荘
」
跡
地
に
つ
い
て

中
村

中
村

総
務
部
長

総
務
部
長

中
村

中
村

中
村

総
合
政
策
部
長

総
合
政
策
部
長

総
合
政
策
部
長

【
交
通
網
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
編
成
に
つ
い
て
】

浜
崎　
天
草
市
役
所
内
に
交
通
網
に
関

す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
編
成
し

て
、
陸
路
・
海
路
・
空
路
、
交
通
網
百

年
の
大
計
を
確
立
す
る
た
め
、
将
来
推

計
交
通
量
等
白
紙
の
状
態
か
ら
市
独
自

で
検
証
す
べ
き
で
な
い
か
。
ま
た
、
運

航
会
社
に
代
わ
り
自
治
体
が
フ
ェ
リ
ー

を
購
入
し
て
無
償
で
貸
し
付
け
る
「
公

設
民
営
方
式
」
を
牛
深
〜
蔵
之
元
間
に

導
入
出
来
な
い
か
。

建
設
部
長　

市
独
自
で
の
推
計
交
通
量

を
算
定
す
る
事
に
つ
い
て
は
検
討
し
て

い
な
い
。
陸
路
、
海
路
、
空
路
を
含
め

た
交
通
網
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

ー
ム
に
つ
い
て
は
、
必
要
に
応
じ
て
関

係
部
署
と
連
携
を
図
り
検
討
し
て
い

く
。

市
長　
「
公
設
民
営
方
式
」
に
つ
い
て

天
草
地
域
は
半
島
地
域
で
あ
る
た
め
補

助
を
受
け
る
事
は
出
来

な
い
。
今
後
は
機
会
を

と
ら
え
て
、
引
続
き
離

島
と
同
様
の
補
助
が
受

け
ら
れ
る
よ
う
に
国
・

県
に
要
望
し
て
い
く
。

【
県
道
35
号
線
に
つ
い
て
】

浜
崎　
旧
二
浦
郵
便
局
か
ら
早
浦
橋
間

は
県
道
に
再
編
入
す
べ
き
。

市
長　

合
併
前
か
ら
の
要
望
も
踏
ま

え
、
県
に
お
願
い
し
て
い
く
。

建
設
部
長　

今
後
、
国
道
を
含
め
た
道

路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
全
体
の
見
直
し
の
中

で
検
討
し
て
頂
く
よ

う
要
望
し
て
い
く
。

サ
ン
セ
ッ
ト
ラ
イ
ン

の
一
部
で
も
あ
り

「
日
本
風
景
街
道
」

の
登
録
に
向
け
て

も
、
県
及
び
２
市
１

町
で
取
り
組
み
を
進

め
て
い
る
。

【
旅
館
等
施
設
整
備
資
金
利
子
補
給
補

助
金
交
付
制
度
に
つ
い
て
】

浜
崎　
宿
泊
施
設
の
施
設
整
備
等
を
促

進
す
る
た
め
、
新
築
、
増
築
、
改
築
又

は
設
備
改
善
に
要
す
る
資
金
の
利
子
補

給
制
度
を
新
年
度
予
算
で
創
設
出
来
な

い
か
。

観
光
文
化
部
長　

要
望
の
把
握
や
、
他

市
の
状
況
等
も
参
考
に
し
な
が
ら
検
討

し
て
い
く
。

交
通
網
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
編
成
に
つ
い
て

旅
館
等
施
設
整
備
資
金
利
子
補
給
補
助
金
交
付
制
度
に
つ
い
て

浜
﨑

浜﨑昭臣
議員

建
設
部
長

市
長

浜
﨑

浜
﨑

市
長

建
設
部
長

観
光
文
化
部
長

号
番
告
通

者
問
質

質
　
　

問
　
　

事
　
　

項

１

人
千
三
村
中

て
い
つ
に
策
対
災
防
①

て
い
つ
に
地
跡
」
荘
さ
く
ま
あ
「
舎
宿
民
国
②

２

池
蓮
　

正
良

践
実
の
」
す
ま
り
守
を
然
自
な
か
豊
「
章
憲
民
市
①

り
く
づ
ち
ま
の
寿
長
②

実
充
の
援
支
て
育
子
③

て
し
ざ
め
を
興
振
・
展
発
の
域
市
る
あ
衡
均
④

３

﨑
浜
　

臣
昭

道
県
②

35

再
道
県
間
橋
浦
早
ら
か
局
便
郵
浦
二
旧
線
号

て
い
つ
に
入
編

度
制
付
交
金
成
助
給
補
子
利
金
資
備
整
設
施
等
館
旅
③

て
い
つ
に

４

木
赤
　

男
武

て
い
つ
に
策
対
災
減
・
災
防
の
へ
害
災
震
地
①

に
度
制
払
任
委
領
受
費
入
購
等
具
用
祉
福
護
介
宅
居
④

て
い
つ

５

嶋
福
　

子
啓

て
い
つ
に
策
対
シ
シ
ノ
イ
①

て
い
つ
に
用
活
の
者
若
②

項
事
念
懸
る
け
お
に
録
登
産
遺
界
世
③

６

中
田

　
　

茂

て
い
つ
に
針
指
働
協
の
政
行
と
民
市
市
草
天
①

て
い
つ
に
定
制
の
例
条
本
基
治
自
②

７

田
本
　

志
武

て
い
つ
に
性
効
実
の

８

崎
浜
　

昭
義

か
夫
丈
大
は
営
経
者
業
小
中
の
で
市
草
天
①

て
い
つ
に
策
対
の
め
た
の
化
性
活
域
地
②

て
い
つ
に
合
廃
統
校
学
③

９

戸
鶴
　

啓
継

て
い
つ
に
み
組
り
取
の
へ
し
な
て
も
お
①

て
い
つ
に
供
提
の
場
の
用
雇
②

10

野
北
　

一
鋼

て
い
つ
に
用
利
効
有
の
地
有
市
①

て
い
つ
に
策
政
光
観
②

て
い
つ
に
み
込
り
売
外
市
の
品
産
物
③

て
い
つ
に
化
営
民
所
育
保
④

た
だ

こ
と

あまくさ荘跡地サンセットラインから望む夕陽


